
 

活動テーマ 

官学連携による共創拠点の形成   
 

                          横瀬町横瀬地区 立教大学 

 
１ 活動目的 
   

 町にある資源を学生の視点でコンテンツ化し、関係人口として町外者の来訪を促す。 

（最終的な目標は定住人口へ繋げること） 

 

２ 活動地域の現状 
 

 横瀬町は人口約 8,000 人、秩父地域の東の玄関口となっている町である。都心から 70km 圏内に

位置しており、池袋駅から西武線で最短 72 分と都心からのアクセスも良いため、町外での三次

産業従事者が 6 割を超える。秩父域内の他地区同様、65 歳以上の高齢化率は 3 割を超え、少子

高齢化への対策が急務である中山間地域だ。「日本一歩きたくなる町」というテーマを掲げ、

ウォーキングイベントの拡充を目指すのと同時に、「日本一チャレンジする町」と謳い、町民

の新たな取り組みやまちづくりの実証実験を積極的に支援している町でもある。 

 

３ 活動内容 

 
 ①地域イベント企画 

  ◯里山まるマルシェ(秋マルシェ) 

  ◯ENgaWA 週末イベント（複数回） 

  ◯Area898 イベント  

 

 ②地域の魅力発信 

  ◯IVY Festa(立教大学新座キャンパス学園祭)  

 

 ③地域イベントの補助 

  ◯里山まるマルシェ(秋マルシェ) 

 

４ 成果 
   

 ①地域イベント企画 

 昨年度までの経験も踏まえ、より充実したコンテンツの作成ができた。新型ウイルスの影響で

達成できていなかった飲食物の提供にも挑戦することができ、焼き団子に横瀬産の醤油を使用

した二次的な地産品販売など、地産地消の可能性を新たな角度から発見することができた。 

 今年度から取り組み始めた「Challenge Kitchen ENgaWA」での企画は、まだまだ実験段階である

ものの、このスペースが地域の人にとってどんな場所なのかを実感できたのと同時に、天候に

弱いなどの懸念点も把握する機会となった。メニュー考案のために JA 出荷リストから季節ごと

の特産品を調べ、旬の食材を余らせずに調理する経験から、メンバーが横瀬町の知識を主体的

に得ることができたと感じている。今後も開催するイベントや提供する料理に地域性を絡める

ことで、横瀬町ならではの魅力を追求し、来場者と横瀬町との関わりがその後にも続くような

とりくみにしたい。 



 

 

 ②地域の魅力発信 

SNS での告知量を増やし、身近な人への情報発信を心掛けた。自分たちの周りにいる若者に魅 

力を伝えていくことで、徐々にその範囲を広げていく計画だ。学園祭での活動報告では、大学 

生は勿論、観光学部を志望する受験生やキャンパスのある新座市のなど幅広い層に横瀬町を  

知ってもらうきっかけが作れたと考える。 

また、新聞社やラジオの取材を受ける他、連携企業や大学アカウントに広報にお力添いただ い

た。町内者と町外者の両方にそれぞれ情報が行き渡るように、手段を使い分けながら「届く 広

報」により力を入れていきたい。 

 

 
  
③地域イベントの補助 

 11 月に行われた里山まるマルシェでは、ほぼ全ての札所に立教生が常駐し、スタッフとして運 



営を支えることができた。ポイント地点は 11km のコースに点在するため、例年伝達が不十分で 

すれ違いが起きていたことを反省し、今回はポイントごとの責任者に報連相の徹底を再度取り 

決めた。その結果、パンフレットと案内板の不備が見つかった際も、全てのチェックポイント 

において立教生が迅速に対応することが可能となり、人手不足な町側の手助けができたと感じ 

ている。地域イベントでは、参加された方の声を直接聞く機会が多いので、今後も積極的なコ 

ミュニケーションを継続しゲストの声を拾いながらイベントの改善や提案に努めていきたい。 

 
 

 
 

５ 課題 
   

①「歩きたくなる町」の浸透 

② 情報の周知と誘致 

③ オペレーションのデジタル化 

④ 持続的な観光資源の発掘・創出 

 

以上の 4点を課題に定めている。 

 

６ 次年度以降の計画 

 
①花咲山スカイランタンイベント     

LED スカイランタンを用いた花咲山でのイベントを行う。今年度 2 月 14 日に芦ヶ久保地区の「あ

しがくぼの氷柱」会場内にて、スカイランタンオブジェの設置を行った。回収可能なスカイラン

タンを使用し、会場内に固定して設置することで、強風に見舞われつつも、糸の長さを調節し安

全に実施することができた。スカイランタンの幻想的な雰囲気は来場者にも非常に好評で。ラン

タンの作成については全て学生が行うが、初回実施を踏まえて大体のやり方・コツを掴んだので、

今後のイベントではより効率的に準備できる見込みだ。 



 

②ENgaWA であそぼシリーズ 

横瀬の食材を使用した地産地消メニューの作成を行う。食を通じた交流機会を創出することで、

ホスト/ゲストの垣根を超えた条件なき歓待を生み出してゆく。 

同時に大学間の連携も図り、同じフィールドで活動する学生同士の交流も生み出すことで、自ら

の経験で得た異なる視点を互いにギブアンドテイク出来るのではないかと考えている。  


